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研 修 会 等 ご 案 内

1
2

ご
あ
い
さ
つ

明
治
東
洋
医
学
院
専
門
学
校
同
窓
会

会
長
 谷
口
和
久

　
萌
出
る
若
葉
の
清
々
し
い
爽
や
か
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

学
校
同
窓
会
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
愈
々
ご
健
勝

に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素

よ
り
本
同
窓
会
の
諸
活
動
に
対
し
ま
し
て
は
、
格
別
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
よ
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
ご
案
内
の
と
お
り
、
本
学
院
は
大
正
14
年
に
故
山
崎

直
文
先
生
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
山
崎
鍼
灸
学
院
を
起
源
と
し

て
お
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
混
乱
の
中
で
、
一
時
は
廃
校

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
も
の
の
、
昭
和
34
年
に
は
再
建
を
果
た
し
、

創
立
者
の
遺
志
を
脈
々
と
引
き
継
ぎ
な
が
ら
校
舎
の
移
転
・
拡
充

や
教
育
の
充
実
な
ど
を
図
り
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
有
為
な

医
療
人
の
養
成
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
遂
に
、

本
年
め
で
た
く
も
記
念
す
べ
き
学
院
創
立
85
周
年
を
迎
え
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
り
、
本
同
窓
会

会
員
の
皆
様
方
と
と
も
に
お
祝
い
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
今
日
ま
で
母
校
が
輝
か
し
い
発
展
を
遂
げ
て
ま
い
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
の
も
、
同
窓
生
各
位
の
社
会
に
お
け
る
ご
貢
献
の

積
み
重
ね
と
、
母
校
に
対
す
る
温
か
い
ご
懇
念
と
力
強
い
お
支
え

の
お
蔭
と
深
く
感
謝
い
た
す
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
に

お
き
ま
し
て
も
、
諸
先
輩
方
が
連
綿
と
築
き
上
げ
ら
れ
て
こ
ら

れ
た
ご
功
績
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、
変
貌
す
る
社
会
と
医
療

の
変
化
を
的
確
に
と
ら
え
、
患
者
さ
ん
の
求
め
に
柔
軟
に
対
応

で
き
る
能
力
を
も
っ
た
“治
せ
る
治
療
家
”の
養
成
を
め
ざ
し
て
、

な
お
一
層
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
同
時

に
、
母
校
の
特
色
で
あ
る
実
習
を
重
視
し
た
積
み
上
げ
教
育
を

更
に
推
進
し
、
将
来
の
医
療
人
を
め
ざ
す
学
生
に
と
っ
て
重
要

な
糧
と
な
る
盤
石
な
基
盤
を
養
う
教
育
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ

り
ま
し
て
、
よ
り
魅
力
あ
る
学
校
と
し
て
発
展
し
て
い
け
る
よ

う
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
に
は
、
倍
旧
の
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
方
、
明
治
国
際
医
療
大
学（
旧
名
称
：
明
治
鍼
灸
大
学
）で

は
、
高
齢
化
の
進
展
等
に
伴
っ
て
健
康
や
医
療
に
対
す
る
関
心

が
益
々
高
ま
る
な
か
、
世
界
的
に
も
大
変
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
統
合
医
療
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
た
め
、
本
学

と
し
て
の
統
合
医
療
モ
デ
ル
の
構
築
に
取
り
組
み
、
本
学
院
が

京
都
市
洛
西
の
地
に
取
得
い
た
し
ま
し
た
「
京
都
エ
ミ
ナ
ー

ス
」
内
に
お
い
て
「
大
学
附
属
統
合
医
療
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
秋
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
た
準
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、「
京
都
エ
ミ
ナ
ー

ス
」
内
に
は
、「
明
治
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
ホ
ー
ル
」
と
し
て
学
院

が
直
接
運
営
す
る
ホ
ー
ル
を
設
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
同
窓
会

の
講
演
会
な
ど
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。
そ
し
て
、
平
成
18
年
度
に
開
設
し
た
「
看
護
学
部
看
護

学
科
」
で
は
、
今
春
３
月
に
記
念
す
べ
き
第
一
期
生
を
世
に
送
り

出
し
、
同
窓
会
「
な
ご
み
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
大
学
で
は
、

鍼
灸
学
部
の
「
た
に
は
会
」、
保
健
医
療
学
部
の
「
や
わ
ら
ぎ

会
」
と
並
び
３
つ
目
の
同
窓
会
と
な
り
、
新
た
な
同
窓
会
の

充
実
と
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
本
同
窓
会
を
含
め

た
同
窓
会
相
互
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
共
に
活
性
化
を
め
ざ
し
て

い
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

　
明
治
で
は
、
永
い
歴
史
と
実
績
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
時
代
の
求
め
に
応
え
て
い
く
た
め
の
新
た
な

取
り
組
み
に
も
力
を
注
ぎ
な
が
ら
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
有
為

な
る
医
療
人
の
育
成
に
邁
進
し
て
お
り
ま
す
。
同
窓
会
会
員
の

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
母
校
を
は
じ
め
姉
妹
校
で
あ
る

明
治
国
際
医
療
大
学
に
、
今
後
と
も
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
同
窓
会

を
有
意
義
な
生
涯
研
修
の
場
と
し
て
ご
活
用
い
た
だ
き
、
ま
た

会
員
相
互
の
交
流
を
更
に
深
め
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
益
々
の

ご
活
躍
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

会
長
あ
い
さ
つ

　
平
成
2
2
年
度
の
役
員
会（
明
友
会
・
明
柔
会
・
明
理
会
）並
び
に

全
体
同
窓
会
を
次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
全
体
同
窓
会
で
は
、
明
友
会
・
明
柔
会
・
明
理
会
に
お
け
る
前
年

度
事
業
・
決
算
お
よ
び
今
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
の
報
告
並
び
に
、

永
年
に
わ
た
り
同
窓
会
活
動
に
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
同
窓
会
役
員

の
先
生
方
の
永
年
表
彰
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
今
年
度
は
、
西
本
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の
西
本
真
司
先
生
に
よ

る
特
別
講
演
や
懇
親
会
も
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
卒
業
生

の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

平
成
2
2
年
度

全
体
同
窓
会
の
ご
案
内

明
友
会
　
  明
柔
会
　
  明
理
会

同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス

今
年
度

「
笑
って
潰
瘍
性
大
腸
炎（
U
.C
.）
完
治
体
験
」

明
友
会・
明
柔
会・
明
理
会

役
員
会

並
び
に

　
29
才
の
時
、熊
本
赤
十
字
病
院
、勤
務
時
、潰
瘍
性
大
腸
炎
の
診

断
を
う
け
4度
の
入
院
と
、一
度
は
、
薬
剤
を
使
用
せ
ず
、
東
洋
医
学

的
な
方
法
の
み
で
症
状
を
の
り
こ
え
る
経
験
を
し
て
き
ま
し
た
。
6年

10
ヵ
月
間
病
い
と
戦
い
、そ
の
意
味
を
し
り
、
完
治
を
つ
か
み
と
り
、

「
潰
瘍
性
大
腸
炎
が
治
る
本
」
、「
潰
瘍
性
大
腸
炎
、医
師
も
患
者
も

こ
う
し
て
治
し
た
」共
に
マ
キ
ノ
出
版
の
2冊
に
ま
と
め
ま
し
た
。一
冊

目
の
本
に
は
、
幼
少
時
か
ら
20
代
に
い
た
る
自
分
の
性
格
や
生
き

方
、ス
ト
レ
ス
因
子
と
し
て
の
、同
じ
女
性
に
7度
も
失
恋
し
た
エ
ピ
ソ

ー
ド
や
浪
人
し
て
大
学
に
合
格
し
、一
番
合
格
を
伝
え
た
か
っ
た
大

好
き
な
祖
母
が
、私
の
た
め
の
御
百
度
参
り
中
に
ひ
き
逃
げ
事
故
に

遭
い
他
界
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ボ
デ
ィ
、マ

イ
ン
ド
、ス
ピ
リ
ッ
ト
の
3つ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
き
い
て
、完
治
を
つ
か

む
ま
で
の
、2
度
目
の
入
院
時
で
の
臨
死
体
験
は
、大
き
な
そ
し
て
貴

重
な
体
験
と
し
て
つ
づ
っ
て
い
ま
す
。1
冊
目
に
3名
自
ら
も
含
め
て
病

を
乗
越
え
た
方
々
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て
い
た
の
で
す
が
、3
名
で

治
る
本
は
す
こ
し
い
い
す
ぎ
で
は
の
意
見
を
う
け
て
、そ
の
後
サ
ポ
ー

ト
し
て
26
名
、西
洋
薬
か
ら
離
脱
で
き
た
方
々
の
情
報
を
2冊
目
の

本
に
盛
り
込
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ボ
デ
ィ
よ
り
の
病
因
と
し
て
、環

境
ホ
ル
モ
ン
に
つ
い
て
や
、使
用
し
て
は
い
け
な
い
日
用
品
内
の
化
学

物
質
リ
ス
ト
な
ど
も
盛
り
込
み
ま
し
た
。マ
ー
ガ
リ
ン
、ハ
ミ
ガ
キ
コ
、

シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど
子
供
達
が
普
通
に
食
べ
た
り
、使
用
し
た
り
す
る
も

の
の
中
に
い
っ
ぱ
い
身
体
に
良
く
な
い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を

つ
づ
り
ま
し
た
。今
回
の
講
演
で
は
、本
の
内
容
に
加
え
、気
に
関
す

る
、さ
ま
ざ
ま
な
私
の
体
験
や
笑
い
と
の
関
連
や
、そ
の
こ
と
で
学
会

で
報
告
し
た
内
容
等
も
伝
え
う
る
情
報
を
で
き
る
限
り
伝
え
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。実
践
の
時
間
も
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

西
洋
医
学
的
な
治
療
と
し
て
、星
状
神
経
筋
ブ
ロ
ッ
ク
、硬
膜
外
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
ペ
イ

ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
技
術
を
活
か
し
た
交
感
神
経
過
緊
張
症
状
の
改
善
に
努
め
る
一

方
、東
洋
医
学
的
な
治
療
と
し
て
は
、漢
方
、針
、気
功
治
療
を
行
い
、さ
ら
に
代
替
治

療
と
し
て
、サ
プ
リ
メ
ン
ト
な
ど
の
指
導
や
温
熱
療
法
、心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
も

行
う
。加
え
て
、音
楽
療
法
や
笑
い
療
法
も
取
り
入
れ
、「
歌
っ
て
踊
っ
て
笑
え
る
ク
リ

ニ
ッ
ク
」を
確
立
し
た
。

西
本
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
 

先
生

西
本
  真
司

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

日
 時
：

場
 所
：
明
治
東
洋
医
学
院
専
門
学
校
  

■
役
員
会
な
ら
び
に
全
体
同
窓
会
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

■
特
別
講
演
　
1
4：
0
0
～
1
5：
3
0

明
柔
会

明
友
会

明
理
会

1
1：
4
5
～
1
2：
0
0

大
阪
府
吹
田
市
西
御
旅
町
7
-5
3
 

T
E
L 
0
6
-6
3
8
1
-3
8
1
1

阪
急
千
里
線「
下
新
庄
駅
」下
車
 徒
歩
5
分

1
3：
2
5
～
1
3：
5
0
 

1
5：
4
0
～
1
7：
0
0
 

1
4：
0
0
～
1
5：
3
0
 

理
事
会

場
所
 ： 
4
階
 4
3
教
室

評
議
員
会

場
所
 ： 
5
階
 5
1
教
室

理
事
会

場
所
 ： 
2
階
 第
2
会
議
室

評
議
員
会

場
所
 ： 
6
階
 6
1
号
室

理
事
会

場
所
 ： 
1
階
 治
療
所
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム

評
議
員
会

場
所
 ： 
1
階
 治
療
所
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム

懇
親
会（
会
費：
個
人
負
担
2
,0
0
0
円
）

場
所：
2
階
 レ
ス
ト
ラ
ン
湧
泉

参
加
費：
同
窓
会
員
は
無
料
、同
窓
会
員
以
外
の
方
は
1
,0
0
0
円
　
場
所：
2
階
 講
堂

※
出
席
さ
れ
る
方
は
、
同
封
の
ハ
ガ
キ
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

平
成
2
2
年
6
月
2
7
日
日

1
2：
0
0
～
1
3：
2
0
  

明
友
会
・
明
柔
会
・
明
理
会
合
同
総
会

同
窓
会
会
長
挨
拶
/同
窓
会
役
員
永
年
表
彰（
感
謝
状
贈
呈
） 
 場
所：
2
階
 A
V
教
室

特
別
講
演「
笑
っ
て
潰
瘍
性
大
腸
炎（
U
.C
.）
完
治
体
験
」 
講
師
:西
本
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
 西
本
  真
司
 先
生



学
校
同
窓
会
役
員

名
誉
会
長

会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

総
務

会
計

監
事

監
事

相
談
役

谷
口
　
健
藏

谷
口
　
和
久

安
藤
　
文
紀

鑪
野
　
佳
充

藤
本
み
ち
る

西
田
　
章
通

藤
井
　
義
巳

秋
津
　
哲
男

笹
岡
　
吉
一

溝
口
恵
美
子

田
中
　
博

（
明
友
会
担
当
）

（
明
柔
会
担
当
）

（
明
理
会
担
当
）

（
総
務
担
当
）

今
前
田
茂
雄

松
下
　
佳
代

吉
井
　
久
和

《
大
阪
支
部
》

《
兵
庫
支
部
》

《
和
歌
山
支
部
》

池
田
啓
二

《
四
国
連
合
》

中
田
　
文
隆

島
中
　
秀
二

斉
藤
　
誠
治

《
滋
賀
支
部
》

《
奈
良
支
部
》

《
京
都
支
部
》

松
村
　
　
透

安
藤
　
　
収

上
野
　
和
彦

荒
木
　
　
誠

小
田
　
照
茂

浜
田
　
義
信

満
山
　
悦
朗

古
庄
　
　
新

《
北
信
越
支
部
》

《
東
海
支
部
》

《
山
陰
支
部
》

《
岡
山
支
部
》

《
広
島
支
部
》

《
山
口
支
部
》

《
北
九
州
支
部
》

《
南
九
州
支
部
》

《
大
阪
支
部
》

《
兵
庫
支
部
》

《
和
歌
山
支
部
》

《
滋
賀
支
部
》

《
奈
良
支
部
》

《
京
都
支
部
》

《
徳
島
支
部
》

《
香
川
支
部
》

《
高
知
支
部
》

《
愛
媛
支
部
》

川
口
　
靖
夫

塚
本
倉
一
郎

谷
岡
　
秀
昭

谷
元
　
紀
幸

長
谷
川
浩
行

高
岡
　
敬
一

平
田
　
宏
文

松
本
　
孝
広

中
山
　
泰
雄

永
易
賢
一
郎

西
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

西
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

東
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

東
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

山
陽
ブ
ロ
ッ
ク

四
国
ブ
ロ
ッ
ク

四
国
ブ
ロ
ッ
ク

平
成
22
年
5月
1日
現
在

同
窓
会
支
部
長

明
友
会
支
部
長

明
柔
会
支
部
長

明
友・
明
柔
会
合
同
支
部
長

学
校
同
窓
会
役
員
・
各
同
窓
会
支
部
長
名
簿

学
校
同
窓
会
役
員
・

学
校
同
窓

・
各
同
窓
会
支
部
長
名
簿

・
各
同
窓
会

簿

3
4

福
　
岡

佐
　
賀

長
　
崎

熊
　
本

10
月
23
日（
土
）・
24
日（
日
）

 〔
宮
崎
県
〕

10
月
24
日（
日
）

〔
大
阪
府
〕

未
定

〔
兵
庫
県
〕

明
友
会

明
柔
会

7
月
1
1
日（
日
）

 〔
広
島
県
〕

明
友
会

明
柔
会

7
月
1
1
日（
日
）

 〔
広
島
県
〕

明
友
会

明
柔
会

鳥
　
取

島
　
根

平
成
22
年
度
 同
窓
会
事
業
計
画

平 成 22 年 度 同 窓 会 支 部 総 会 ・ 研 修 会 の 開 催 日 程

7
月
1
1
日（
日
）

 〔
広
島
県
〕

明
友
会

明
柔
会

鳥
　
取

島
　
根

北
九
州
支
部

岐
　
阜

静
　
岡

愛
　
知

三
　
重

9
月
5
日（
日
）

〔
愛
知
県
〕

明
友
会

明
柔
会

東
海
支
部

長
　
野

新
　
潟

富
　
山

石
　
川

福
井

未
定

〔
石
川
県
〕

明
友
会

明
柔
会

北
信
越
支
部

大
　
分

宮
　
崎

鹿
児
島

沖
　
縄

10
月
23
日（
土
）・
24
日（
日
）

 〔
宮
崎
県
〕

明
友
会

明
柔
会

南
九
州
支
部

徳
島
支
部

香
川
支
部

愛
媛
支
部

高
知
支
部

1
1
月
予
定

 〔
愛
媛
県
〕

明
友
会

明
柔
会

四
国
ブ
ロ
ッ
ク

大
阪
支
部

兵
庫
支
部

和
歌
山
支
部

明
友
会

明
柔
会

西
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

山
口
支
部

岡
山
支
部

広
島
支
部

山
陽
ブ
ロ
ッ
ク

9月
5日
（
日
）

〔
奈
良
県
〕
9月
26
日（
日
）

〔
京
都
府
〕

滋
賀
支
部

京
都
支
部

奈
良
支
部

明
友
会

明
柔
会

東
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

山
陰
支
部

　
第
3
3
回
明
柔
会
学
術
大
会
を
、
次
の
と
お
り
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
学
校
か
ら
谷
口
和
久
同
窓
会
会
長
は
じ
め

柔
整
学
科
の
先
生
方
が
出
席
さ
れ
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
後
日
、
改
め
て
明
柔
会
会
員
の
先
生
方
に
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
懇
親
会
に
は
鍼
灸
学
科
の
先
生
方
も
参
加
さ
れ
ま
す
の
で
、
明
友
会
会
員
の
方
も
ぜ
ひ
懇
親
会
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

情
報
交
換
の
場
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
平
成
22
年
度
同
窓
会
の
事
業
活
動
と
い
た
し
ま
し
て
、
次
の
と
お
り
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
役
員
会
・
研
修
会
等
の
開
催
日
程
に
つ
き
ま
し
て
は
、
都
合
に
よ
り
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

1
 期
　
日
　
平
成
2
2
年
9
月
2
6
日（
日
）

4
 学
術
大
会
の
発
表
演
題
・
抄
録
の
募
集

5
 懇
親
会
の
参
加
申
し
込
み

◆
特
別
講
演
1題
、
一
般
発
表
10
題
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
発
表
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
要
領
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ホ
テ
ル
京
都
エ
ミ
ナ
ー
ス

3
 時
　
間
　
学
術
大
会
 …
13
：
0
0
～
1
7：
0
0（
受
付
開
始
12
：
3
0
～
）

　
　
　
　
　
 懇
 親
 会
 …
17
：
3
0
～
1
9：
3
0（
受
付
開
始
17
：
0
0
～
）

2
 会
　
場
　

第
3
3
回
明
柔
会
学
術
大
会
の
ご
案
内

京
都
市
西
京
区
大
原
野
東
境
谷
町
2
－
4
   
TE
L（
0
7
5
）3
3
2
－
5
8
0
0

記

演
　
　
題

発
表
時
間

発
表
形
式

申
込
方
法

連
 絡
 先

締
切
日

： ： ： ： ： ： ： ：

柔
整
領
域
に
関
す
る
も
の

発
表
は
10
分
と
し
、
質
疑
は
5
分
程
度
と
す
る
。

口
演
と
し
、
P
C（
W
in
do
w
s）
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
み
と
な
り
ま
す
。

P
C
本
体
の
お
持
込
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

演
題
・
支
部
名
・
氏
名
を
電
話
・
FA
X
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

明
治
東
洋
医
学
院
専
門
学
校
　
明
柔
会
事
務
局
（
担
当
：
三
野
）

TE
L（
0
6）
6
3
81
－
3
81
1
　
FA
X（
0
6）
6
3
81
－
3
8
0
0

E-
m
ai
l ：
 m
in
o@
m
ei
ji -
s.
ac
.jp
　

平
成
2
2
年
6
月
2
5
日（
金
）

申
込
方
法

懇
親
会
費

電
話
、
又
は
同
封
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
用
紙
に
て
、9
月
3
日（
金
）ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

8
,0
0
0
円

学
校
同
窓
会
明
柔
会
よ
り
一
部
補
助
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

8
,0
0
0
円
の
ご
負
担
と
し
て
お
り
ま
す
。
懇
親
会
に
参
加
さ
れ

る
先
生
方
に
は
、お
手
数
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、9
月
10

日（
金
）
ま
で
に
お
振
込
み
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
22
年
度

（
振
込
口
座
）

三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
　
新
大
阪
支
店

口
座
名
　
明
治
東
洋
医
学
院
専
門
学
校
明
柔
会
会
長
　
谷
口
和
久
　
　

口
座
番
号
　
普
1
0
5
8
6
8
8

ク
ラ
ス
同
窓
会
を
、
懇
親
会
と
合
同
で
開
催
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
卒
業
生
が
一
堂
に
会
し
、
和
気
藹
々
と
し
た
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
せ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ク
ラ
ス
同
窓
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
明
柔
会
事
務
局（
T
E
L.
0
6
-6
3
8
1
-3
8
1
1
）ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

危
険
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と

間
違
っ
た
常
識

～
ア
ス
リ
ー
ト
か
ら
高
齢
者
ま
で
～

演
題

研 修 会 等 ご 案 内

同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス

今
年
度

同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス

ホ
テ
ル
京
都
エ
ミ
ナ
ー
ス

明
治
国
際
医
療
大
学
保
健
医
療
学
部

長
尾
  淳
彦
先
生

教
授

講
師

研 修 会 等 ご 案 内

役
員
会

役
員・
支
部
長
合
同
連
絡
会

季
刊
東
洋
医
学
誌

会
報
発
行

全
体
同
窓
会

卒
業
祝
賀
会

5
月
1
9
日（
水
）・
3
月
2
3
日（
水
）

2
月
6
日（
日
）

4
月
・
7
月
・
1
0
月
・
1
月

5
月
6
月
2
7
日（
日
）

3
月
1
1
日（
金
）〔
新
阪
急
ホ
テ
ル
〕

総
会
役
員
会

研
修
会

6
月
2
7
日（
日
）

6
月
2
7
日（
日
）・
2
月
6
日（
日
）

9
月
1
9
日（
日
）・
1
2
月
5
日（
日
）・
3
月
6
日（
日
）

総
会
役
員
会

第
3
3
回
学
術
大
会

6
月
2
7
日（
日
）

6
月
2
7
日（
日
）・
9
月
2
6
日（
日
）・
2
月
6
日（
日
）

9
月
2
6
日（
日
）〔
京
都
〕

学
校
同
窓
会

明
友
会

明
柔
会

総
会

役
員
会

機
関
誌
発
行

研
修
会

6
月
2
7
日（
日
）

6
月
2
7
日（
日
）・
2
月
6
日（
日
）

1
回
／
年

9
月
2
6
日（
日
）・
1
0
月
2
4
日（
日
）・
1
1
月
2
8
日（
日
）

明
理
会

今
年
度



前
年
度

前
年
度

前

5
6

同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス

同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス

平
成
2
1
年
度

第
3
2
回
 明
柔
会
学
術
大
会
の
報
告

平
成
2
1
年
度
学
校
同
窓
会
収
支
計
算
報
告

6

明
友
会
　
  明
柔
会
　
  明
理
会

活 動 報 告

活 動 報 告

　
昨
年
6
月
2
8
日（
日
）、
明
治
東
洋
医
学
院
専
門
学
校
に
お
い
て
、

明
友
会
、
明
柔
会
、
明
理
会
の
共
催
に
よ
る
全
体
同
窓
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
各
同
窓
会
の
平
成
2
0
年
度
事
業
・
決
算
並
び
に
平
成

2
1
年
度
事
業
計
画
・
予
算
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

永
年
に
わ
た
り
同
窓
会
役
員
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
先
生
方

に
永
年
表
彰
と
し
て
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

全
体
同
窓
会

　
第
3
2
回
明
柔
会
学
術
大
会
が
昨
年
8
月
3
0
日（
日
）、
「
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
谷
口

和
久
同
窓
会
会
長
の
挨
拶
の
後
、
特
別
講
演
と
し
て
近
畿
大
学
医
学
部
脳
神
経
外
科
の
中
西
欣
弥
先
生
か
ら
「
脊
椎
脊
髄
疾
患
～

症
状
か
ら
治
療
ま
で
～
」
と
題
し
て
、
脊
椎
脊
髄
疾
患
の
症
状
や
診
断
基
準
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
頸
部
の
椎
弓
形
成
術
や
腰

部
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
切
除
術
の
動
画
と
と
も
に
手
術
の
目
的
・
方
法
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
8
題
の
一
般

発
表
も
行
わ
れ
、
大
変
充
実
し
た
学
術
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
学
術
大
会
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、
平
成
元
年
第
1
柔
整
学
科
卒
業
生
の
2
0
周
年
記
念
同
窓
会
と
平
成
1
4
年
第
2
柔
整

学
科
卒
業
生
に
よ
る
ク
ラ
ス
同
窓
会
が
合
同
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
恒
例
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
で
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

懇
親
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

s
学
術
大
会
＆
懇
親
会

全
体
同
窓
会
総
会・
学
院
関
係
者
追
悼
式
の
報
告

尺
骨
骨
折
の
固
定
法
の
一
考
察

京
都
支
部
　
山
根
文
彦
先
生

手
指
不
安
定
型
骨
折
に
対
す
る

Fi
ng
er
 t
ra
pを
用
い
た
整
復
固
定
法

大
阪
支
部
　
小
澤
庸
宏
先
生

鎖
骨
骨
折
に
対
す
る
保
存
療
法
の
成
績

大
阪
支
部
　
塩
田
桃
子
先
生

本
学
に
お
け
る
学
生
の
意
識
調
査

明
治
国
際
医
療
大
学
　
泉
晶
子
先
生

第
5
中
手
骨
骨
折
の
整
復
法
に
つ
い
て

和
歌
山
支
部
　
坂
本
大
和
先
生

固
定
が
抹
梢
循
環
に
及
ぼ
す
影
響

明
治
国
際
医
療
大
学
　
大
木
琢
也
先
生

ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ（
ス
ト
レ
ッ
チ
）の
違
い
が

身
体
に
与
え
る
効
果
に
つ
い
て

奈
良
支
部
　
木
内
康
仁
先
生

足
関
節
部
へ
の
各
種
巻
軸
包
帯
施
行
時
の

身
体
バ
ラ
ン
ス
へ
の
影
響

　
　
～
重
心
動
揺
性
を
中
心
に
～

明
治
東
洋
医
学
院
専
門
学
校
　
仲
村
剛
先
生

平
成
2
1
年
度
 

収
入
の
部

単
位
  円

支
出
の
部

単
位
  円

収
入
科
目

入
会
金
収
入

購
読
料
収
入

広
告
料
収
入

会
 
費
 
収
 
入

寄
付
金
収
入

雑
 
 
 
収
 
 
 
入

受
取
利
息
収
入

補
助
金
戻
入
収
入

収
入
の
部
合
計

予
算
額

決
算
額

差
異

13
,8
00
,0
00

79
3,
00
0

28
0,
00
0

22
5,
00
0 0 0 0 0

14
,0
40
,0
00

64
9,
70
0

28
0,
00
0

23
5,
00
0 0

20
,7
10

2,
42
4

1,
66
5,
43
8

△
 2
40
,0
00

14
3,
30
0 0

△
 1
0,
00
0 0

△
 2
0,
71
0

△
 2
,4
24

△
 1
,6
65
,4
38

15
,0
98
,0
00

16
,8
93
,2
72

△
 1
,7
95
,2
72

支
出
科
目

当
期
収
支
差
額

予
算
額

決
算
額

差
異

6,
35
0,
00
0

2,
86
0,
00
0

75
0,
00
0

3,
63
0,
00
0

1,
15
3,
80
0

50
,0
00

35
0,
00
0

20
0,
00
0

10
0,
00
0

70
0,
00
0

20
,0
00

50
,0
00

80
0,
00
0

40
0,
00
0

6,
35
0,
00
0

2,
56
3,
92
4

15
0,
00
0

4,
02
6,
94
6

1,
07
9,
75
7

17
,4
68

34
2,
20
0

20
8,
00
0

71
,6
11

61
5,
28
5 0

19
,9
34

76
0,
00
0 0

0

29
6,
07
6

60
0,
00
0

△
 3
96
,9
46

74
,0
43

32
,5
32

7,
80
0

△
 8
,0
00

28
,3
89

84
,7
15

20
,0
00

 3
0,
06
6

40
,0
00

40
0,
00
0

0
△
 3
11
,8
53

31
1,
85
3

支
出
の
部
合
計

18
,4
13
,8
00

17
,2
05
,1
25

1,
20
8,
67
5

補
助
金
支
出

事
業
費
支
出

周
年
ｸﾗ
ｽ会
活
動
補
助
支
出

印
刷
費
支
出

通
信
費
支
出

会
議
費
支
出

渉
外
費
支
出

原
稿
料
支
出

消
耗
品
費
支
出

旅
費
交
通
費
支
出

諸
会
費
支
出

雑
 
費
 
支
 
出

終
身
会
費
支
出

予
備

費

　
平
成
21
年
12
月
6日
（
日
）、

シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
大
阪
に
於
い
て
、

4
0
周
年
ク
ラ
ス
同
窓
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
用
意
さ
れ
た

卒
業
時
の
集
合
写
真
を
前
に
、

思
い
出
話
に
華
が
咲
き
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

明
友
会
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
B
G
M（
ば
あ
ち
ゃ
ん・
じ
い
ち
ゃ
ん

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
）
が
老
人
ホ
ー
ム
を
訪
問

　
平
成
21
年
12
月
20
日（
日
）、

明
友
会
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
先
生

方
に
よ
る
音
楽
バ
ン
ド
Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
、

荻
野
清
隆
先
生（
前
兵
庫
支
部

長
）が
入
居
さ
れ
て
い
る
老
人
ホ

ー
ム
を
訪
問
し
、ク
リ
ス
マ
ス
ソ

ン
グ
を
演
奏
す
る
な
ど
、皆
さ
ん

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

卒
業
4
0
周
年
ク
ラ
ス
同
窓
会（
昭
和
4
4
年
鍼
灸
科
卒
業
生
）

　
平
成
２
１
年
８
月
３
０
日（
日
）、

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
に

於
い
て
、２
０
周
年
ク
ラ
ス
同

窓
会
が
明
柔
会
学
術
大
会
懇

親
会
に
併
せ
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
が
揃
い
、

終
始
と
て
も
和
や
か
な
雰
囲

気
で
し
た
。

卒
業
3
0
周
年
ク
ラ
ス
同
窓
会（
昭
和
5
4
年
第
１
柔
整
学
科
卒
業
生
）

　
平
成
21
年
10
月
31
日（
土
）、

琵
琶
湖
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、

3
0
周
年
ク
ラ
ス
同
窓
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。3
0
年
ぶ
り
の

再
会
に
思
わ
ず
歓
声
が
あ
が

り
、各
々
の
近
況
や
卒
業
後
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
の
披
露
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

卒
業
2
0
周
年
ク
ラ
ス
同
窓
会（
平
成
元
年
第
1
柔
整
科
卒
業
生
）

平
成
2
1
年
4
月
1
日
～
平
成
2
2
年
3
月
3
1
日

第
3
2
回
明
柔
会
学
術
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

一
般
発
表

特
別
講
演

1 2 3

6 7 8

4 5

永
 年
 表
 彰
 者

《
明
柔
会
評
議
員
》

明
柔
会
大
阪
支
部
長
  宮
崎
葛
雄
先
生

《
明
友
会
評
議
員
》

明
友
会
兵
庫
支
部
長
  荻
野
清
隆
先
生

明
友・
明
柔
会
合
同
北
信
越
支
部
長
  木
下
滋
先
生

明
友・
明
柔
会
合
同
山
口
支
部
長
  （
故
）塚
本
誠
一
郎
先
生

　
同
日
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
学
院
関
係
者
の
方
々
を
悼
み
、

大
学
同
窓
会
と
の
共
催
で
無
宗
教
形
式
に
よ
る
追
悼
式
が
ご
遺
族
の

方
々
の
見
守
る
中
、
し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
1
9
年

度
、
2
0
年
度
の
2
年
間
に
ご
逝
去
さ
れ
た
方
々
の
お
名
前
お
よ
び
ご
功

績
が
祭
壇
に
奉
納
さ
れ
、
参
列
者
が
粛
々
と
祭
壇
に
献
花
を
奉
納
い

た
し
ま
し
た
。

学
院
関
係
者
追
悼
式

近
畿
大
学
医
学
部
脳
神
経
外
科
  中
西
欣
弥
先
生

脊
椎
脊
髄
疾
患
～
症
状
か
ら
治
療
ま
で
～



7
8

明
友
会
・
明
柔
会
支
部
活
動
報
告
　
　
　
　

平
成
21
年
度

前
年
度

前
年
度

前
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス

同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス

明
友
会・
明
柔
会
山
口・
広
島・
岡
山・
山
陰
支
部

山
口
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル（
山
口
市
）

講
師
：
安
藤
文
紀
先
生
「
め
ま
い
、
耳
鳴
、
難
聴
の
鍼
灸
治
療
」

講
師
：
鑪
野
佳
充
先
生
「
開
業
は
組
織
単
位
Ⅲ
」

平
成
2
1
年
7
月
5
日（
日
）

1
5
名

　
総
会
で
は
、
開
会
に
先
立
ち
、
ご
逝
去
さ
れ
た
山
口
支
部
長
の
塚
本
誠
一
郎

先
生
を
偲
び
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
平
成
2
0
年
度
事
業
・
決
算

報
告
な
ら
び
に
平
成
2
1
年
度
事
業
計
画
が
報
告
さ
れ
、
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
新
山
口
支
部
長
に
は
浜
田
義
信
先
生
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
本
校
教
員
養
成
学
科
長
の
安
藤
文
紀
先
生
か
ら
、
め
ま
い
、
耳

鳴
の
診
察
ポ
イ
ン
ト
や
注
意
点
、
鍼
灸
治
療
の
具
体
的
な
方
法
や
そ
の
効
果
に
つ

い
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
本
校
柔
整
学
科
長
の
鑪
野
佳
充
先
生
か

ら
は
、
公
益
法
人
の
制
度
改
革
や
養
成
施
設
・
柔
道
整
復
師
の
増
加
な
ど
柔
道
整

復
師
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、
学
校

の
思
い
出
話
や
近
況
報

告
な
ど
で
盛
り
上
が

り
、
有
意
義
な
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

明
柔
会
東・
西
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

明
治
東
洋
医
学
院
専
門
学
校（
吹
田
市
）

オ
ー
ク
ラ
ホ
テ
ル
丸
亀（
丸
亀
市
）

講
師
：
小
川
　
孝
先
生
「
運
動
療
法
の
基
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
臨
床
場
面
に
お
い
て
心
が
け
て
い
く
こ
と
～
」

講
師
：
川
口
靖
夫
先
生
「
柔
道
整
復
業
界
の
現
状
と
保
険
者
の
動
向
」

平
成
2
1
年
1
1
月
8
日（
日
）

5
5
名

　
総
会
で
は
、
平
成
2
0
年
度
事
業
・
決
算
報
告
な
ら
び
に
平
成
2
1
年
度
事
業

計
画
が
報
告
さ
れ
、
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
医
療
法
人
新
仁
会
奈
良
春
日
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

長
の
小
川
孝
先
生
か
ら
、
理
学
療
法
士
と
い
う
立
場
か
ら
傷
病
に
対
す
る
評
価

方
法
・
治
療
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
丁
寧
な
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
柔
道

整
復
師
の
臨
床
業
務
に
す
ぐ
に
で
も
役
立
つ
情
報
が
豊
富
で
、
と
て
も
有
意
義

な
内
容
で
し
た
。
続
い
て
、
社
団
法
人
大
阪
府
柔
道
整
復
師
会
保
険
担
当
理
事

で
明
柔
会
大
阪
支
部
長
で
も
あ
る
川
口
靖
夫
先
生
か
ら
は
、
“受
領
委
任
払
い
”

に
対
し
て
の
制
度
と
し
て
の
問
題
点
が
、
最
近
の
話
題
を
踏
ま
え
て
わ
か
り
や

す
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
懇
親
会
は
、
江
坂
の
旬
鮮
和

食
音
羽
茶
屋
に
て
開
催
さ
れ
、

東
・
西
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
先
生

方
が
共
に
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、

業
界
の
現
状
や
日
々
の
臨
床
に

つ
い
て
の
話
は
尽
き
る
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

明
友
会・
明
柔
会
四
国
支
部

講
師
：
安
藤
文
紀
先
生
「
耳
鳴
り
の
鍼
灸
治
療
」

講
師
：
服
部
博
幸
先
生
「
投
球
動
作
に
よ
る
肩
・
肘
の
障
害
～
下
半
身
の
重
要
性
～
」

平
成
2
1
年
1
1
月
8
日（
日
）

2
5
名

　
総
会
で
は
、
平
成
2
0
年
度
事
業
・
決
算
報
告
な
ら
び
に
平
成
2
1
年
度
事
業

計
画
が
報
告
さ
れ
、
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
本
校
教
員
養
成
学
科
長
の
安
藤
文
紀
先
生
か
ら
「
耳
鳴
り

の
鍼
灸
治
療
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
、
耳
鳴
り
の
分
類
か
ら
始
ま
り
、

鍼
灸
治
療
で
効
果
の
あ
っ
た
症
例
に
つ
い
て
の
検
討
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
続

い
て
、
本
校
教
員
の
服
部
博
幸
先
生
か
ら
、
「
投
球
動
作
に
よ
る
肩
・
肘
の

障
害
～
下
半
身
の
重
要
性
～
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
、
下
肢
の
機
能
か

ら
考
え
ら
れ
る
投
球
障
害
の
原
因
や
治
療
法
、
予
防
法
に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ

ド
を
用
い
て
説
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、
香
川

の
郷
土
話
や
学
校
の
近

況
、
柔
整
・
鍼
灸
業
界

の
近
況
と
今
後
の
展
開

に
つ
い
て
、
各
々
の
先

生
方
と
お
話
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
 

全
国
各
地
に
お
け
る
同
窓
生
の
集
い

研
修
会
懇
親
会

総
会

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
先
生
方
に

学
院
カ
レ
ン
ダ
ー
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

活 動 報 告

活 動 報 告

明
友
会・
明
柔
会
北・
南
九
州
支
部

熊
本
交
通
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル（
熊
本
市
）

講
師
：
安
藤
文
紀
先
生
「
耳
鳴
の
鍼
灸
治
療
に
つ
い
て
」

講
師
：
谷
口
和
久
会
長
「
鍼
灸
・
柔
整
学
校
の
最
近
の
話
題
」

講
師
：
小
幡
龍
生
先
生
「
膝
関
節
の
超
音
波
診
断
と
治
療
」

講
師
：
松
村
圭
一
郎
先
生
「
膝
関
節
疾
患
の
治
療
と
冷
療
法
」

講
師
：
福
島
好
孝
先
生
「
膝
関
節
疾
患
の
鍼
灸
治
療
」

平
成
2
1
年
9
月
1
2
日（
土
）・
1
3
日（
日
）

4
1
名

　
総
会
で
は
、
平
成
2
0
年
度
事
業
・
決
算
報
告
な
ら
び
に
平
成
2
1
年
度
事
業

計
画
が
報
告
さ
れ
、
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

1
2
日
の
研
修
会
で
は
、
本
校
教
員
養
成
学
科
長
の
安
藤
文
紀
先
生
か
ら
、
耳

鳴
の
診
察
法
や
鍼
治
療
の
方
法
と
そ
の
効
果
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
谷
口
和
久
会
長
よ
り
、
鍼
灸
・
柔
整
学
校
を
取
り
巻
く
現
況
に
つ
い

て
、
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
懇
親
会
に
は
同
窓
生
の
ご
家
族
の

方
々
も
ご
出
席
く
だ
さ
り
、
和
気
藹
々
と
し
た
楽
し
い
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
翌
日
、
1
3
日
の
研
修
会
で
は
、
熊
本
県
の
小
幡
龍
生
先
生
、
松
村
圭
一
郎

先
生
、
福
島
好
孝
先
生
が
、
膝
関
節
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
さ
れ
た
後
、
引
き
続

き
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
、
同
窓
生

他
、
一
般
参
加
者
と
の
質

疑
応
答
や
討
論
が
活
発
に

お
こ
な
わ
れ
、
研
修
会
を

通
し
て
参
加
者
の
交
流
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

明
友
会
東
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

ホ
テ
ル
京
阪
京
都（
京
都
市
）

講
師
：
斉
藤
憲
治
先
生
「
め
ま
い
の
見
分
け
方
」

講
師
：
安
藤
文
紀
先
生
「
耳
鳴
、
め
ま
い
の
鍼
灸
治
療
」

平
成
2
1
年
9
月
2
7
日（
日
）

9
3
名

　
総
会
で
は
、
平
成
2
0
年
度
事
業
・
決
算
報
告
な
ら
び
に
平
成
2
1
年
度
事
業

計
画
が
報
告
さ
れ
、
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
斉
藤
医
院
院
長
の
斉
藤
憲
治
先
生
か
ら
「
め

ま
い
の
見
分
け
方
」
と
題
し
て
現
代
医
学
的
な
視
点
か
ら
、
め
ま
い
の
発
生
機

序
や
分
類
な
ど
が
大
変
わ
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
本
校
教

員
養
成
学
科
長
の
安
藤
文
紀
先
生
か
ら
「
耳
鳴
、
め
ま
い
の
鍼
灸
治
療
」
と
題

し
て
、
鍼
灸
臨
床
に
直
結
し
た
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

も
行
わ
れ
、
多
数
の
卒
業

生
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気

の
な
か
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
時
が
経
つ
の
を
忘
れ

る
ほ
ど
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

明
友
会・
明
柔
会
東
海
支
部

名
古
屋
国
際
ホ
テ
ル（
名
古
屋
市
）

講
師
：
服
部
博
幸
先
生
「
投
球
動
作
に
よ
る
障
害
～
下
半
身
の
重
要
性
～
」

講
師
：
松
岡
憲
二
先
生
「
後
頚
部
に
お
け
る
局
所
解
剖
所
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
瘂
門
・
天
柱
・
風
池
を
中
心
と
し
て
～
」

平
成
2
1
年
9
月
6
日（
日
）

1
3
名

　
総
会
で
は
、平
成
2
0
年
度
事
業
・
決
算
報
告
な
ら
び
に
平
成
21
年
度
事
業
計
画

が
報
告
さ
れ
、ま
た
次
年
度
役
員
改
選
に
つ
い
て
、現
東
海
支
部
長
で
あ
る
安
藤

収
先
生
が
引
き
続
き
選
出
さ
れ
、い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、本
校
教
員
の
服
部
博
幸
先
生
か
ら
、4
年
前
に
取
り
上
げ
た
肩
関

節
の
障
害
に
肘
関
節
の
障
害
を
加
え
た
形
で
、下
肢
の
機
能
か
ら
見
た
原
因
、さ
ら

に
障
害
の
治
療
法
お
よ
び
予
防
法
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。続
い
て
、本

校
教
員
の
松
岡
憲
二
先
生
か
ら
、後
頚
部
の
施
術
が
硬
膜
外
血
腫
や
脳
出
血
を
引

き
起
こ
し
た
原
因
に
つ
い
て
、事
例
を
交
え
た
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、安
藤
収

支
部
長
と
参
加
者
と
の

想
い
出
話
や
専
門
学
校

の
近
況
、当
時
の
教
員
と

の
思
い
出
話
な
ど
懐
か

し
い
話
題
で
大
い
に
盛

り
上
が
り
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

明
友
会
西
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

ノ
ボ
テ
ル
甲
子
園（
西
宮
市
）

講
師
：
高
野
道
代
先
生
「
美
容
鍼
灸
の
実
際
」

講
師
：
谷
口
剛
志
先
生
「
肉
離
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
に
対
す
る
鍼
灸
治
療
の
可
能
性
～
」

平
成
2
1
年
1
0
月
2
5
日（
日
）

17
8名

　
総
会
で
は
、
平
成
2
0
年
度
事
業
・
決
算
報
告
な
ら
び
に
平
成
2
1
年
度
事
業

計
画
が
報
告
さ
れ
、
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
本
校
教
員
の
高
野
道
代
先
生
か
ら
「
美
容
鍼
灸
の
実
際
」
と

題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
、
美
容
鍼
灸
の
意
義
や
臨
床
で
の
注
意
点
が
述
べ
ら

れ
、
実
技
シ
ー
ン
の
動
画
の
使
用
に
よ
り
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
講
演
さ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
、
本
校
教
員
の
谷
口
剛
志
先
生
か
ら
は
、
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
に

お
け
る
「
肉
離
れ
」
を
テ
ー
マ
に
、
鍼
灸
臨
床
に
直
結
し
た
内
容
に
つ
い
て
、

解
剖
図
を
駆
使
し
た
ス
ラ
イ
ド
の
提
示
と
と
も
に
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講

演
後
の
質
疑
応
答
も
活
発
に

行
わ
れ
、
参
加
さ
れ
た
先
生

方
に
と
っ
て
は
大
変
有
意
義

な
研
修
会
に
な
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
懇
親
会
で
は
各
支
部
長
の

ユ
ニ
ッ
ト
バ
ン
ド
に
よ
る
演

奏
も
行
わ
れ
、
大
変
盛
況
と

な
り
ま
し
た
。

明
友
会・
明
柔
会
北
信
越
支
部

富
山
地
鉄
ホ
テ
ル（
富
山
市
）

講
師
：
服
部
博
幸
先
生
「
投
球
に
よ
る
肘
・
肩
の
障
害
～
下
半
身
の
重
要
性
～
」

講
師
：
松
岡
憲
二
先
生
「
膏
肓
穴
を
中
心
と
し
た
肩
甲
間
部
の
解
剖
所
見
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
気
胸
に
至
る
ま
で
の
安
全
深
度
に
つ
い
て
」

平
成
2
1
年
7
月
2
6
日（
日
）

1
4
名

　
総
会
で
は
、
平
成
2
0
年
度
事
業
・
決
算
報
告
な
ら
び
に
平
成
2
1
年
度
事
業

計
画
が
報
告
さ
れ
、
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
本
校
教
員
の
服
部
博
幸
先
生
か
ら
「
投
球
に
よ
る
肘
・
肩
の

障
害
～
下
半
身
の
重
要
性
～
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
、
投
球
動
作
に
よ
る

障
害
を
下
肢
の
機
能
か
ら
み
た
原
因
、
さ
ら
に
は
障
害
の
治
療
法
お
よ
び
予
防

法
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
本
校
教
員
の
松
岡
憲
二
先
生
か

ら
「
膏
肓
穴
を
中
心
と
し
た
肩
甲
間
部
の
解
剖
所
見
と
気
胸
に
至
る
ま
で
の
安

全
深
度
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
、
同
部
の
施
術
が
気
胸
を
引
き

起
こ
し
た
原
因
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、
卒
業
年

の
異
な
る
参
加
者
が
共
に

円
卓
を
囲
み
、
各
々
の
近

況
や
富
山
の
歴
史
話
、
学

生
時
代
の
教
員
と
の
思
い

出
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。



学
校
ニ
ュ
ー
ス

学
校
ニ
ュ
ー
ス

9
10

専
門
臨
床
研
修
の
開
催
報
告

（
美
容
鍼
灸
）

00
4

　
昨
年
度
、有
資
格
者
を
対
象
と
し
た
研

修
会
を
、
明
友
会
支
援
の
も
と
附
属
治
療

所
主
催
で
実
施
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
初

回
の
テ
ー
マ
は
『
美
容
鍼
灸
』
で
、
多
く

の
参
加
希
望
申
し
込
み
を
頂
き
、
当
初
１

回
実
施
予
定
の
と
こ
ろ
、
追
加
の
研
修
会

を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
参
加

頂
い
た
先
生
か
ら
は
『
と
て
も
参
考
に
な

り
ま
し
た
』
、『
実
際
み
て
い
る
の
と
や
っ

て
み
る
の
で
は
違
い
ま
す
ね
！
』
な
ど
の

意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
今
後
も
少
人
数
に

よ
る
実
技
を
含
め
た
研
修
会
を
積
極
的

に
開
催
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
本
校
卒
業
生
を
対
象
と
し
て
治
療
相
談

窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
日
常
の
臨
床

で
感
じ
て
い
る
疑
問
点
や
、
疾
患
に
応
じ

た
専
門
的
な
診
察
法
や
治
療
法
に
つ
い
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
本
校
の
教
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。
ご
相
談
は
本
校
治
療
所
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
FA
X
に
て
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
度
よ
り
、卒
業
生
（
有
資
格
者
）
の

先
生
方
を
対
象
と
し
た
、
少
人
数
に
よ
る

実
技
を
含
め
た
講
習
会
（
専
門
臨
床
研
修

会
）
を
開
催
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

昨
年
度
は
、「
美
容
鍼
灸
」
を
テ
ー
マ
に

実
施
さ
せ
て
頂
き
、
多
く
の
先
生
方
の
参

加
に
よ
り
、
充
実
し
た
研
修
会
と
な
り
ま
し

た
。今
年
度
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、「
美

容
鍼
灸
」
と
、
新
た
な
テ
ー
マ
と
し
て

「
筋
・
筋
膜
性
疼
痛
症
候
群
～
ト
リ
ガ
ー
ポ

イ
ン
ト
治
療
～
」
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
第
1回
目
専
門
臨
床
研
修
会

　
美
容
鍼
灸
で
は
、
昨
年
度
と
同
様
の
内

容
で
実
施
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
美
容
鍼
灸

の
基
礎
編
と
し
、
美
容
鍼
灸
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
学
び
た
い
、こ
れ
か
ら
美
容

鍼
灸
を
実
施
し
て
い
き
た
い
、
ま
た
現
在

附
属
治
療
所
鍼
灸
科
主
催
に
よ
る

専
門
臨
床
研
修
会
に
つ
い
て

実
施
し
て
い
る
が
効
果
が
伴
わ
な
い
と
い

う
先
生
方
を
対
象
と
し
て
お
り
ま
す
。

◆
第
２
回
目
専
門
臨
床
研
修
会

　
最
近
、ト
リ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
あ
る
い
は

ト
リ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
療
法
と
い
う
言
葉
を

聞
く
機
会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、

実
際
に
は
ど
の
よ
う
な
治
療
法
な
の
か
今

ひ
と
つ
分
か
ら
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
単
な
る
圧
痛
点
治
療

と
は
違
う
、ト
リ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
治
療
の

効
果
を
体
験
し
て
頂
け
れ
ば
明
日
か
ら
の

臨
床
で
即
、
実
践
し
効
果
を
実
感
す
る
こ

と
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。
運
動
器
疾
患

の
治
療
が
ど
う
も
苦
手
だ
、
あ
る
い
は
こ

の
機
会
に
ト
リ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
治
療
を
学

ん
で
み
た
い
と
言
う
先
生
を
対
象
に
基
礎

的
な
内
容
を
中
心
と
し
た
研
修
会
を
行
い

ま
す
。
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◆
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◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

テ
ー
マ
：

講
　
師
：

実
施
日
：

対
　
象
：

定
　
員
：

受
講
料
：

開
催
場
所
：『
美
容
鍼
灸
』

高
野
　
道
代

8
/1
（
日
）
1
1
:0
0
～
1
6
:4
5

明
友
会
会
員
、
会
員
外
で

鍼
灸
有
資
格
者
を
対
象

先
着
1
8
名

有
料

明
治
東
洋
医
学
院
専
門
学
校

第
1回
専
門
臨
床
研
修
会
に
つ
い
て

テ
ー
マ
：

講
　
師
：

実
施
日
：

対
　
象
：

定
　
員
：

受
講
料
：

開
催
場
所
：『
筋
・
筋
膜
性
疼
痛
症
候
群

～
ト
リ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
治
療
～
』

田
口
　
辰
樹

8
/8
（
日
）
1
3
:3
0
～
1
6
:4
5

明
友
会
会
員
、
会
員
外
で

鍼
灸
有
資
格
者
を
対
象

先
着
1
8
名

有
料

明
治
東
洋
医
学
院
専
門
学
校

第
2回
専
門
臨
床
研
修
会
に
つ
い
て

※
そ
の
他
内
容
、
申
し
込
み
の
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、
会
報
に
同
封
し
て
い
ま
す
『
専
門
臨

床
研
修
会
の
ご
案
内
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

E
-m
ai
l

鍼
灸
科
s

ha
ri

ky
u@

m
ei

ji-
s.

ac
.jp

   
柔
整
科
s

ju
se

i@
m

ei
ji-

s.
ac

.jp

治
療
相
談
窓
口
の
ご
案
内

00
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FA
X

0
6

- 6
3

8
1

- 1
1

8
9

い 
   い
   は
り
きゅ
う

附
属
治
療
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

ht
tp

:/
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w
w
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ei

ji-
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o
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こ
の
実
技
試
験
は
「
鍼
灸
総
合
実
習
Ⅱ
」

と
い
う
科
目
の
期
末
試
験（
2
0
0
9
年
1
2

月
1
2
日（
土
）に
実
施
）に
該
当
し
、
3
年
間

の
集
大
成
を
評
価
す
る
試
験
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。「
鍼
灸
総
合
実
習
Ⅱ
」の

授
業
時
に
は
総
合
実
技
試
験
の
実
施
方
法
及

び
評
価
表
等
を
予
め
学
生
に
提
示
し
、
授
業

内
で
反
復
練
習
を
行
い
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目

指
し
て
き
ま
し
た
。

　
従
来
の
総
合
実
技
試
験
は
「
医
療
面

接
」、
「
は
り
き
ゅ
う
実
技
」、
「
身
体
診

察
・
取
穴
」
の
3
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
行
い
ま

し
た
が
、
昨
年
度
は
鍼
灸
の
技
術
を
確
認
す

る
「
は
り
き
ゅ
う
基
礎
実
技
」、
診
療
の
流

れ
を
確
認
す
る
「
は
り
き
ゅ
う
応
用
実
技
」

の
2
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
行
い
ま
し
た
。

 「
は
り
き
ゅ
う
基
礎
実
技
試
験
」
は
、
１
ブ

ー
ス
あ
た
り
に
本
校
専
任
教
員
１
名
以
外

に
東
洋
療
法
学
校
協
会
に
所
属
す
る
専
門

鍼
灸
学
科

は
り
き
ゅう
基
礎
実
技
試
験

00
1

学
校
の
外
部
教
員
１
名
を
加
え
た
計
２
名

で
消
毒
操
作
、
刺
鍼
技
術
、
施
灸
技
術
に

関
す
る
内
容
に
つ
い
て
学
生
を
評
価
し
ま

し
た
。

　
従
来
の
「
は
り
き
ゅ
う
実
技
試
験
」
で

は
教
員
が
実
際
に
学
生
の
鍼
施
術
を
受

け
、
学
生
が
自
身
に
施
灸
を
行
い
そ
れ
ら

を
1
名
の
教
員
が
評
価
し
て
い
ま
し
た
が
、

昨
年
度
の
「
は
り
き
ゅ
う
基
礎
実
技
」
試

験
で
は
、
評
価
を
受
け
る
学
生
が
試
験
を

終
了
し
た
学
生
モ
デ
ル
に
対
し
て
施
鍼
・

施
灸
を
順
次
行
い
、
教
員
は
2
名
体
制
で
評

価
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
、
こ
の
よ
う
な
体
制
で
実
技
試
験

が
行
わ
れ
、
教
員
が
評
価
の
み
に
専
念
で

き
た
こ
と
に
よ
り
、
従
来
に
比
べ
よ
り
充

実
し
た
実
技
試
験
が
行
わ
れ
た
と
実
感
し
ま

し
た
。
ま
た
、
外
部
評
価
を
受
け
入
れ
る
こ

と
で
、
学
生
自
身
も
程
良
い
緊
張
感
の
中

で
試
験
に
臨
む
姿
勢
が
伺
え
ま
し
た
。

　
今
回
の
実
技
試
験
を
終
え
て
、
外
部
教

員
の
方
々
か
ら
「
は
り
き
ゅ
う
基
礎
実
技

試
験
」
に
対
し
て
学
生
の
技
術
面
、
本
校

の
評
価
方
法
に
関
す
る
様
々
な
講
評
、
感

想
を
頂
き
ま
し
た
。
今
後
、
今
回
頂
い
た

講
評
、
感
想
を
今
年
度
以
降
の
実
技
授
業

に
反
映
し
、
学
生
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す

る
こ
と
で
よ
り
良
い
授
業
、
実
技
試
験
に

な
る
よ
う
に
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
ス
タ
ー
ト
に
伴

い
、
各
学
年
の
年
度
末
に
総
合
実
技
試
験

を
行
っ
て
い
ま
す
。

 「
ね
ら
い
」
は
学
生
が
実
技
授
業
で
習
っ

た
こ
と
を
反
復
練
習
す
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
担
当
教
員
が
各
学
年
に
お
け
る

学
生
の
技
術
修
得
状
況
、
ま
た
3
年
間
を
通

し
て
み
た
場
合
の
技
術
力
、
修
得
状
況
を

確
認
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
３
年
間
に
渡
る
実
技
は
複
数
の
教
員
が

授
業
を
分
担
し
各
々
が
評
価
し
て
い
ま
す

が
、
総
合
実
技
試
験
に
お
い
て
は
実
技
を

担
当
す
る
全
て
の
教
員
が
試
験
を
受
け
持

つ
こ
と
で
、
学
生
一
人
一
人
の
技
術
修
得

状
況
を
確
認
し
、
学
生
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
、

ま
た
実
技
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
従
来
か
ら
実
技
評
価
に
つ
き
ま
し
て
は

骨
折
、
脱
臼
及
び
軟
部
組
織
損
傷
の
治
療

法
に
つ
い
て
、
特
に
重
要
な
整
復
法
、
固

柔
整
学
科

柔
整
総
合
実
技
試
験

00
2

定
法
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。
学
生
の

実
習
へ
の
取
り
組
み
と
修
得
状
況
を
確
認

す
る
授
業
内
評
価
に
加
え
て
、
期
末
試
験

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
多
彩
な

実
技
授
業
は
１
年
生
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

治
療
法
に
対
す
る
実
技
授
業
は
２
年
生
か

ら
始
ま
り
3
年
生
後
半
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
か

ら
、
各
学
期
で
の
実
技
評
価
が
良
好
な
学

生
に
お
い
て
も
過
去
の
記
憶
は
薄
れ
、
整

復
動
作
や
固
定
法
が
思
う
よ
う
に
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
実
技
試
験
で

は
、
総
合
的
な
判
断
力
と
応
用
力
に
加
え

て
、
反
復
練
習
し
な
け
れ
ば
対
応
で
き
な

い
こ
と
を
学
生
に
再
認
識
し
て
も
ら
う
意

識
づ
け
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

授
業
風
景
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と
　
き

じ
か
ん

平
成
22
年
10
月
31
日（
日
）

10
：0

0～
15
：0

0（
雨
天
決
行
）

阪
急
千
里
線「
下
新
庄
駅
」下
車
 徒
歩
5
分

第
17
回
寿
祭
の
ご
案
内

　
今
年
も
下
記
の
日
程
に
て
第
1
7
回
学
園
祭
「
寿
祭
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
毎
年
同
窓
生
や
地
域
住
民
の
方
々
が
多
数
ご
来
校
さ
れ
、
と
て
も
賑
や
か
な
1
日

と
な
り
ま
す
。
恒
例
の
吉
本
お
笑
い
ラ
イ
ブ
も
昨
年
は
千
鳥
、
天
竺
鼠
、
ハ
ム
の
３

組
の
ゲ
ス
ト
が
さ
ら
に
寿
祭
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
年
も
実
行
委
員
を
中

心
に
教
職
員
、
各
ク
ラ
ス
学
生
一
丸
と
な
り
、
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
イ
ベ

ン
ト
や
多
数
模
擬
店
を
出
店
で
き
る
よ
う
現
在
企
画
検
討
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

家
族
、
ご
友
人
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

010

と
こ
ろ
明
治
東
洋
医
学
院
専
門
学
校

※
当
日
は
、
車
両
乗
り
入
れ
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
電
車
、
バ
ス
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

フ
ット
サ
ル
部
活
動
報
告

　
フ
ッ
ト
サ
ル
部
と
し
て
昨
年
活
動
を
開
始
し
、
学
科
に
関
係
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ

や
フ
ッ
ト
サ
ル
に
興
味
の
あ
る
学
生
た
ち
が
集
ま
り
、
現
在
男
女
合
わ
せ
1
5
名
ほ

ど
が
在
籍
し
て
お
り
、
基
礎
的
な
練
習
か
ら
ゲ
ー
ム
形
式
ま
で
真
剣
に
取
り
組

み
、
仲
間
と
と
も
に
楽
し
く
ボ
ー
ル

を
蹴
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
4
大
会
に
出
場
し
、
結
果

を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
年
新
た
に
新
入
生
を
迎
え
、

昨
年
の
リ
ベ
ン
ジ
を
果
た
す
た
め
、

日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

00
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◆
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◆
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◆
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◆
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◆

◆
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◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
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◆
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◆
◆
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◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

柔
道
部
活
動
報
告

00
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柔
道
部
を
発
足
し
て
今
年
度
で
２
年
目
を
む
か

え
、昨
年
度
同
様
に
全
国
柔
道
整
復
学
校
協
会
柔

道
大
会
や
実
業
団
大
会
に
積
極
的
に
参
加
を
し
て

い
く
予
定
で
す
。
現
在
、
全

国
柔
道
整
復
学
校
協
会
柔

道
大
会
で
は
男
子
１
部
、

女
子
２
部
に
属
し
て
お
り
、

部
員
数
も
約
2
0
名
と
な

り
、
益
々
活
気
の
あ
る
部

へ
と
成
長
し
て
い
ま
す
。

平
成
2
2
年
度
活
動
予
定

5
月
9
日

西
日
本
実
業
柔
道
団
体
対
抗
試
合

（
兵
庫
県
：
尼
崎
市
記
念
公
園
総
合
体
育
館
）

全
日
本
実
業
柔
道
団
体
対
抗
試
合
 

（
東
京
都
：
東
京
武
道
館
）

全
国
柔
道
整
復
学
校
協
会
柔
道
大
会

（
東
京
都
：
国
立
代
々
木
競
技
場
第
一
体
育
館
）

全
日
本
実
業
柔
道
個
人
選
手
権
大
会

（
兵
庫
県
：
尼
崎
市
記
念
公
園
総
合
体
育
館
）

6
月
5
日
～
6
日

8
月
1
0
日

8
月
2
8
日
～
2
9
日

大
阪
実
業
団
柔
道
大
会

（
大
阪
府
：
講
道
館
大
阪
国
際
柔
道
セ
ン
タ
ー
）

1
0
月
1
7
日

2
0
0
9
年
8
月
1
1
日

全
国
柔
道
整
復
学
校
協
会

柔
道
大
会

　
こ
の
た
び
、
専
門
学
校
の
更
な
る
成
長

へ
の
想
い
を
込
め
、
学
校
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
校
は
、「
人
と
人
と
の
和
」「
人
と
自
然

と
の
調
和
」「
東
洋
と
西
洋
の
融
和
」
と
い

う
三
つ
の
「
和
の
心
」
を
建
学
の
心
と
し

て
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
学
校
ロ
ゴ

マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
建

学
の
心
で
あ
る
三
つ
の
「
和
の
心
」
を
も

と
に
、
三
つ
の
重
な
り
合
っ
た
形
状
か
ら

明
治
の
「
明
」
と
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の

「
Ｍ
」
い
ず
れ
を
も
彷
彿
さ
せ
る
形
状
へ
進

化
さ
せ
、
校
名
と
の
融
和
を
図
り
つ
つ
、

躍
動
感
・
立
体
感
を
感
じ
さ
せ
る
印
象
的

な
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

東
西
医
学
の
融
和
、
そ
し
て
鍼
灸
・
柔

整
・
教
員
養
成
の
三
つ
の
学
科
、
さ
ら
に

は
医
療
人
と
し
て
の
心（
ハ
ー
ト
）を
象
徴
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ

の
確
立
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
校
が
建
学
の
心
と
し
て
掲
げ
る

三
つ
の「
和
の
心
」を
象
徴
と
し
た
、

学
校
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。

00
6

ス
ポ
ー
ツ
現
場
でト
レ
ー
ナ
ー
活
動
が
体
験
で
き
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。

00
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【
主
な
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
】

吹
田
マ
ー
ヴ
ィ
ー
ズ

社
会
人
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

K
’n
te
tu
 F
ut
sa
l C
lu
b

関
西
フ
ッ
ト
サ
ル
リ
ー
グ
所
属

大
阪
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

潮
騒
ビ
バ
レ
ー
コ
ー
ト（
大
阪
府
泉
南
市
）

吹
田
市
に
本
拠
地
を
構
え
る
社
会
人
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
。
地
元
に
密
着
し
た

市
民
ク
ラ
ブ
と
し
て
、
日
本
一
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
本
校
は
、
吹
田
マ
ー
ヴ
ィ
ー
ズ
と
パ
ー

ト
ナ
ー
契
約
を
結
ん
で
お
り
、
選
手
の
身
体
の
ケ
ア
を
は
じ
め
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
の
提
供

な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

2
0
0
9
年
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
関
西
リ
ー
グ
優
勝
、
全
国
大
会
３
位
の
実
績
を
誇
る
強
豪
チ
ー
ム
。

本
校
は
、
選
手
の
身
体
の
ケ
ア
を
は
じ
め
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
の
提
供
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。

日
本
代
表
の
選
手
も
多
数
参
加
す
る
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
の
大
会
に
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

本
校
教
員
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
出
場
選
手
の
ケ
ガ
の
対
応
や
試
合
前
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ

調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
将
来
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
活
躍
し
た
い

学
生
に
、
希
望
に
よ
り
ト
レ
ー
ナ
ー
活
動

の
体
験
が
で
き
る
現
場
を
提
供
す
る
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。

本
校
が
提
携
す
る
社
会
人
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
や
フ
ッ
ト
サ
ル
チ
ー

ム
、
教
員
が
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
参
加
す
る
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
の
大
会
に

お
い
て
、
正
規
の
授
業
時
間
外
に
ト
レ
ー

ナ
ー
体
験
が
行
わ
れ
ま
す
。
実
際
の
ス
ポ
ー

ツ
現
場
で
経
験
を
積
む
こ
と
で
、
治
療
家

と
し
て
の
実
践
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
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学
校
同
窓
会
で
は
「
季
刊
・
東
洋
医
学
」
誌
を
平
成
7
年

創
刊
か
ら
、
毎
年
4
回
発
行
し
、
す
で
に
通
巻
6
0
号
を

重
ね
、
鍼
灸
・
柔
道
整
復
各
領
域
の
特
集
記
事
を
中
心
に
、

日
常
の
臨
床
に
お
役
立
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー

と
し
て
、
編
集
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

◆
特
別
記
事

• 
医
療
過
誤
－
過
誤
の
現
場
か
ら
の
報
告

◆
学
術・
臨
床
記
事

• 
現
場
医
療
で
使
え
る
コ
ー
チ
ン
グ

• 
明
治
東
洋
医
学
院
鍼
灸
診
療
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

• 
ス
ポ
ー
ツ
領
域
で
の
鍼
灸
師
の
可
能
性

• 
徒
手
検
査
の
有
用
性

• 
固
定
材
料
の
違
い
が
末
梢
環
境
動
態
に
及
ぼ
す
影
響

• 
経
筋
病
症
に
対
す
る
鍼
灸
治
療
の
症
例

• 
鬱
病
の
１
症
例

• 
耳
鳴
に
対
す
る
鍼
灸
治
療
の
１
症
例

　
　
　
  他
、シ
リ
ー
ズ
、Q
&
A
、お
知
ら
せ
、報
告
な
ど

郵
便
振
替
口
座
：
0
0
9
3
0－
0－
61
4
7

加
入
者
名
：
明
治
東
洋
医
学
院
専
門
学
校
同
窓
会 　
骨
関
節
の
代
表
的
な
2
5
疾
患
を
対
象
に
し
た
保
存
療
法
の
入
門
書
で
す
。
日
常
臨

床
で
よ
く
目
に
す
る
頭
部
、
体
幹
、
上
肢
、
下
肢
の
主
要
な
疾
患
に
つ
い
て
カ
ラ
ー
写

真
を
用
い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。
基
礎
編
で
は
、
診
察
、
検
査
器
具
の

使
い
方
な
ど
評
価
の
基
本
か
ら
、
筋
・
骨
の
障
害
と
治
癒
過
程
、
固
定
法
・
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
に
つ
い
て
解
説
。
固
定
材
料
や
歩
行
補
助
具
に
つ
い
て
も
写
真
と

図
で
わ
か
り
や
く
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
臨
床
編
で
は
、
疾
患
別
に
受
傷
機
転
、
問

診
・
視
診
・
触
診
の
コ
ツ
、
発
生
機
序
、
鑑
別
診
断
、
整
復
法
、
固
定
法
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
日
常
臨
床
に
必
須
の
事
項
が
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

著
　
者
 ：
 竹
内
義
享
・
田
口
大
輔

出
版
社
 ：
 医
歯
薬
出
版

価
　
格
 ：
 3
,9
9
0
円

※
詳
し
く
は
、学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

TE
L 

06
-6

38
1-

38
11

  
 F

A
X 

06
-6

38
1-

38
00

【
内
容
紹
介
】

　
京
都
市
西
京
区
の
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
に
あ
る
「
ホ
テ

ル
京
都
エ
ミ
ナ
ー
ス
」
が
平
成
22
年
３
月
末
を
も
っ
て
国
民

年
金
施
設
と
し
て
の
役
割
を
終
え
、
学
校
法
人
明
治
東
洋
医

学
院
が
購
入
い
た
し
ま
し
た
。
４
月
か
ら
は
、
株
式
会
社
京

都
コ
ッ
リ
ー
ナ
と
賃
貸
借
契
約
を
結
び
、
現
行
の
ホ
テ
ル
事

業
等
の
管
理
運
営
を
委
託
し
、
ホ
テ
ル
内
の
改
装
を
行
い
、

４
月
22
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。

　
ホ
テ
ル
京
都
エ
ミ
ナ
ー
ス
は
、
宿
泊
施
設
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
洛
西
の
竹
林
の
里
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

や
本
学
院
の
監
修
の
元
、
身
体
に
い
い
食
事
「
薬
膳
料
理
」

の
提
供
も
行
う
レ
ス
ト
ラ
ン
「
膳
ZE
N
」。
更
に
は
、
お
肌

に
優
し
い
天
然
純
朴
な
温
泉
が
湧
く
癒
し
空
間
「
京
都
竹
の

郷
温
泉
」
や
「
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
」
を
兼
ね
備
え
た
ア
ー
バ
ン

リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
学
院
で
は
、
ホ
テ
ル
京
都
エ
ミ
ナ
ー
ス
の
一
部
を
改
装
し
、

１
階
の
大
ホ
ー
ル
は
「
明
治
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
ホ
ー
ル
」、

ホ
ー
ル
中
２
階
は
「
明
治
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
」
と
し

て
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
化
の
進
展
に
伴
っ

て
健
康
や
医
療
に
対
す
る
関
心
が
益
々
高
ま
る
な
か
、
世

界
的
に
も
大
変
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
統
合
医

療
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
た
め
、
６
階
に
「
明
治
国
際

医
療
大
学
附
属
統
合
医
療
セ
ン
タ
ー
」
を
今
秋
に
開
業
す
る

予
定
で
す
。

　
本
学
院
の
同
窓
会
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

“京
都
”で
研
修
会
や
懇
親
会
な
ど
の
開
催
を
計
画
さ
れ
る
と
き

に
は
、「
ホ
テ
ル
京
都
エ
ミ
ナ
ー
ス
」
を
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

図
書
便
り

図
書
便
り

学
院
ニ
ュ
ー
ス

U
ni
ve
rs
ity

 N
ew

s

O
B

O
K

S

季
刊 東
洋
医
学
誌
購
入
の
ご
案
内

　
筋
肉
の
痛
み
は
非
常
に
複
雑
で
、
全
身
の
7
割
近
い
筋
肉
は
原
因
部
位
と
離
れ
た

場
所
に
痛
み
を
出
す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
筋
肉
の
痛
み
の
原
因
部
を
ト
リ
ガ
ー
ポ

イ
ン
ト
と
言
い
ま
す
が
、
そ
の
ト
リ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
部
位
の
検
出
の
仕
方
か
ら
、
触

診
、
鍼
の
方
向
や
深
度
、
患
者
指
導
を
行
う
た
め
の
ス
ト
レ
ッ
チ
方
法
、
筋
力
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
法
、
栄
養
指
導
に
わ
た
る
ま
で
簡
単
に
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
本
書
の
お
勧
め
と
し
て
、
治
療
編
で
は
臨
床
上
よ
く
診
か
け
る
腰
下
肢

痛
、
膝
痛
、
頚
部
痛
、
肩
痛
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
筋
肉
ご
と
に
解
剖
学
的
な
内
容

や
図
を
用
い
た
解
説
や
症
例
な
ど
を
交
え
た
解
説
が
書
か
れ
、
臨
床
現
場
で
即
実
践

で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
内
容
紹
介
】

運
動
器
疾
患
の

み
か
た
と

保
存
的
治
療

カ
ラ
ー
写
真
で
学
ぶ

編
　
集
 ：
 伊
藤
和
憲
   
  

出
版
社
 ：
 医
歯
薬
出
版

価
　
格
 ：
 3
,9
9
0
円

は
じ
め
て
の

ト
リ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト

鍼
治
療

通
巻
6
0
号
掲
載
記
事

１
冊
購
読

年
間
購
読（
4
冊
）

1
，3
0
0
円（
送
料
2
1
0
円
）

5
，8
0
0
円（
送
料
込
み
）

申
込
方
法

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、お
近
く
の
郵
便
局
か
ら
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。

「
季
刊・
東
洋
医
学
」誌
購
読
料

6階
 統
合
医
療
セ
ン
タ
ー
 イ
メ
ー
ジ



明治東洋医学院専門学校の

平日の方が都合がいい！そんな皆さんには、「平日学校説明会（要申込み）」を実施しています。詳細については、お問い合わせください。

オープンキャンパス・学校説明会オープンキャンパス・学校説明会

入学試験のお知らせ　

お問い合わせ ： 入試・広報チーム TEL.06-6381-3811

を体感しよう！！『　　』
明治東洋医学院専門

プンキャンパス

をを魅力

申込不要申込不要

平成23年度生

募 集
平成23年度生

募 集

「治せる治療家
」の

  育成をめざす
「治せる治療家

」の

  育成をめざす

時間：13：00～17：00（受付開始 12:30～）

オープンキャンパスオープンキャンパスオープンキャンパス

7/25日
8/22日
9/23

内容
学科説明、入試説明、体験学習、

キャンパスツアー、
個別相談会、在校生コーナー

祝

第2回

第3回

第4回

6/20日第１回

時間：13：00～15：30（受付開始 12:30～）

11/28日

3/ 6日
内容

学科説明、入試説明、
ミニ体験学習、

キャンパスツアー、個別相談会

第2回

第3回

10/24日第１回

学校説明会学校説明会学校説明会
時間：13：

オオーオーオオオオオオオオオオオオー

6/20第１回

「治「治治せ治せ治せ治せ治治治治せるせるせるせせせせ治せる治治せせ治治治治 るるる治療る治治治治治治治治療る治療治療家療療治せる治 家家
「治せる治療家

  育育育育育育育育育成育成育成育成成成育育成成を成をを成成を育育成成成成成成成成成成成成育育育育成成をめ育育成成成成 めををををををををををめめざめざめざめざめめざざざめ育育育育育育 めめめめめめめめめめめめ成を成を成成を成をを ざすざざすざすざすざすざすざす育育 ざざざざざざざざざざ成成 すすすすめめ成成 めめめ育育 すすすすすすすすすすをををを育育育育 をををを ざざをを育育成成成成成成成成成成成成をめめをめ育育 ざざざざをを成成成成 めめ すすめめめめ成を成を ざざざざざざざざざざざざめめ すすすすす育成をめざす よよを体感しよよよを体感しよを体感しよをををををを

時間：13：

10/2第１回

　本校の平成23年度生募集の入学試験日程が決定いたしました。東洋医学に興味を持たれる方がおられましたら、
母校をご紹介ください。なお、平成23年度学校案内・募集要項をご希望の場合は、学校事務局『入試・広報チーム』
までご連絡ください。

鍼灸学科・柔整学科・教員養成学科

試 験 日

鍼灸学科・柔整学科 教員養成学科
試 験 区 分

平成22年 7月11日（日）

平成22年 8月 8日（日）

平成22年09月12日（日）

平成22年10月17日（日）

平成22年11月14日（日）

平成23年 1月23日（日）

平成23年 2月20日（日）

平成23年 3月20日（日）

学
院
特
別
推
薦

医
療
人
特
待
生

大
学
生
特
待
生

社

会

人

高
校
生
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Ｏ

ダ
ブ
ル
ラ
イ
セ
ン
ス

自
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推
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般

一

般
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※教員養成学科については、はり師、きゅう師、あん摩マッサージ指圧師免許取得者が対象となります。

※

Pick Up!

※教員養成学科については、はり師、きゅう

Pick Up!

師、あん摩マッサージ指圧師免許ては、はり師、きゅう 許取得者が対象となります。マッサージ指圧師免許 対象となります。

学院特別推薦〔Ⅰ〕入試

本学院設置校の卒業生、又は
ご家族が在学・卒業されてい
る方を対象とした試験です。
合格者は入学金の半額が免
除されます。

●入学金半額免除

学院特別推薦〔Ⅱ〕入試

本学院設置校の卒業生が推
薦される方を対象とした試験
です。受験生は、入学検定料
が免除されますので、ぜひ、
ご紹介ください。

●入学検定料免除

医療人特待生入試
（夜間コース）

医療免許取得者（見込含む）
を対象とした試験です。合格
者は、本校が定める科目の単
位認定を受けることができる
ほか、１年次の授業料が減免
されます。
●授業料６０万円免除（１年次のみ）
●既修得単位の認定

大学生特待生入試
（夜間コース）

大学生を対象とした試験で
す。合格者は、本校が定める
科目の単位認定を受けること
ができるほか、１年次の授業
料が減免されます。

●授業料６０万円減免（１年次のみ）
●既修得単位の認定


